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ク リス チ ャ ン ・デ ィオ ー ル の

フ ァ ッシ ョン造 形 につ いて
一1947年 ～1957年 の超機能主義的デザインー

滝 口 洋 子

は じめに

ファッシ ョン ・デザイ ンは,防 寒 や防御 とい う機能 に着 目すればプロダク

ト・デザインの領域であ り,自 己表現や身体装飾的な機能か らみれば,ビ ジュ

アル ・デザインと深 く関わ りがある。 また,人 間が主体 となって装 うもので あ

るか ら,そ の人 をとり囲む環境 や空間のデザインと切 り離す ことはで きない。

さらに,衣 服 を引き立てるもの としてのアクセサ リー,メ イクア ップや肉体 の

美,そ して表現の場 としての舞台,映 像な どを含める とほ とん どすべてのデザ

インの領域 に関わっているとい える。 このようにファッシ ョン ・デザインは総

合的なデザイ ン活動であるにもかかわ らず,一 般のデザイン史やデザイン論 の

中で取 り上 げられることは極 めて少ない。 それには様々な理由が挙 げられ るが,

その傾向をもたらした最 も大 きな要因は,ク リスチ ャン ・ディオールその人 で

はないだろうか。彼のデザイン活動がファッション ・デザイ ンを他 の全 てのデ

ザインや芸術 と一線 を画した もの としたのである。ディオール以前のデザイナ

ーのポワレやシャネル は,フ ァッシ ョン界 のみな らず,当 時のあらゆる芸術,

文化の中心 に位置 していた。彼 らの創 り出 した ドレスは,他 分野のデザインと

同様 に機能性 を重視す る方向へ進んで きた。 ところが,デ ィオールは彼 らと全
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く違 う見解 を持 っていた。彼 はファッシ ョン ・デザインにおける機能性 を,ポ

ワレやシャネルのような狭い意味で はとらえておらず,個 人的な用途や目的,

また造形美 までを含 めて考えていたので はないだろうか。超機能主義 ともいえ

る彼のファッション造形では,時 に主役であるはずの装 う人が二次的な存在 と

なってしまう。ディオールの ドレスは,彼 の求める理想的なシルエ ットを表現

するため,さ まざまな工夫がなされていた。 そして,彫 刻 のように美 しいが行

動 はしに くい ドレスの数々が創造 され,そ れ らはとて も速 いス ピー ドで変化 し

た。彼 は半年 ごとに変化する流行 のラインを生み出したのである。その結果 と

して,フ ァッション ・デザイ ンは機能性 を重要視す る他の分野のデザインの流

れか ら,は ずれてい くことになる。

この研究報告 は,フ ァッション史 の中でも特異な10年 間であるラインの時代

(1947～57)を つ くった クリスチ ャン ・ディオール のファッション造形を中心

に,フ ァッション ・デザインにおける造形性,機 能性,装 飾性 について考察 し

た ものである。

ディオール以前のファッション

19世 紀のファッシ ョンは,ク リノリン ・スタイル,バ ッスル ・スタイル,S

カーブ ・シルエ ットと1世 紀 にわた り少 しずつ変化 してきたが,こ れは今 日の

ようにデザイナーが意識的に変えた ものではなかった。シルエ ッ トは動かす こ

とのできない決められた形であ り,彼 らの仕事 とい うのは布地 を選 ぶことと,

可能な限 りの表面装飾(刺 繍,フ リル,ビ ーズ,レ ースな ど)を 施す ことによ

り,他 の ドンスと違った ものを創 ることであった。

20世 紀 に入 り,さ まざまなジャンルの芸術が 自由に交流 していたパ リに,ポ

ール ・ポワレが登場する。彼 はコルセ ッ トな しのギリシア風の ドンス,ト ルコ

風 のパ ンタロン,東 洋調のマ ン トな どを次々に発表する。女性 たちは彼 によっ

て初 めて衣服 による束縛 を解かれ,行 動 の自由を与 えられた。 また,ポ ワレは
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ファッション以外の分野 にも広 く活動の輪をひろげて,ア ール ・デコの発展 に

大き く貢献 していた。

第一次大戦(1914～19)後 の女性たちは,ギ ャルソンヌ と呼 ばれた。 自ら車

を運転 し,煙 草を吸 う彼女たちはファッションに も現実性,機 能性 を求めた。

この時代 を代表するデザイナーが ココ ・シャネルである。彼女のデザイ ンは,

表面装飾のない明確 なシルエ ットを持ち,少 ない用尺 の良質の素材で創 られて

いた。彼女 は,モ ダン ・デザイン的な思想 をもった初 めてのファッション ・デ

ザイナーで あり,国 や時代,装 う人 の年齢 を越 えて受け入れられ るファッシ ョ

ンを目指 していた。

"不況の30年 代"の ファッション界 は
,エ ルザ ・スキャパレリのエキセン ト

リックなアイデアによって彩 られる。彼女 の ドレスの基本のシルエ ッ トは,肩

パ ッドを入れた広い肩 とほっそ りした ヒップをもった,ソ フ トな流線形だった。

そのため,あ らゆる風変わ りな附属物にもかかわ らず,と て もエ レガ ン トな印

象を与えた。

第二次大戦(1939～45)中 は,ス カー ト丈が短 くなった以外は大 きな変化 は

見 られない。肩を強調 したボール ド・ル ック と呼ばれる実用的な衣服であった。

ディオールの経歴

ク リスチャン ・ディオール は1905年1月21日 に,ノ ルマ ンディ地方にあるグ

ランヴィル市で生まれている。父親 は曾祖父が設立 した肥料会社 を経営 してお

り,土 地の人々か ら尊敬 を集 める裕福 な家庭だった。青年時代 を過 ごした20年

代のパ リはアール ・デ コの全盛期 であり,次 々にお こる新 しい芸術運動 はディ

オールの心を奪 うものだった。

1928年,23歳 になったディオールは,友 人 とともにボエティ通 りに小 さな画

廊 をひ らく。 ここでは彼 らの尊敬 していた ピカソ,ブ ラック,マ チス,デ ュフ

ィを中心に,ク リスチャン ・ベラール,ダ リ,キ リコ,ユ トリロ,レ ジ ェなど
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の作 品を扱 っていた。経営は最初 は順調であったが,恐 慌の影響 を受け31年 に

倒産 して しまう。同じ頃父親 も事業に失敗 したため,働 いて家族の生活 を支 え

る必要があった彼は,フ ァッション ・スケ ッチを描 き始める。彼の絵 は評判 を

呼び,フ ィガロ紙のモー ド欄 に掲載 されるほどになった。 そして38年 に人気 デ

ザイナー,ロ ベール ・ピゲの店 にデザイナー として招かれることになる。

やがて,第 二次世界大戦が始 まり,デ ィオール はムーアンに動員される。敗

戦後 しばらくは,南 仏のカリアンで野菜 をつ くってはカンヌまで売 りに行 くと

い う生活 をしていた。41年 にパ リに帰 り,ル シア ン ・ル ロンの店 に入 る。パ

リ ・クチュール組合の会長であったル ロンは,パ リ解放(44年8月)後,い ち

はや く連合軍 にパ リ・モー ドを見せて驚かせた。

46年12月,大 資本家のマルセル ・ブサ ックの支援で独立。モンテーニュ街30

番地 に店 を持 った。 この時の彼 の夢 は,こ じんま りした店 で,選 ばれた顧客

(世界 でも十の指 に入 る裕福 な女性)の ために,オ ー トクチ ュールの粋 を集 め

た仕事 をす ることだった。すべてが機械化されてい く時代 に,フ ランスの伝統

である豪華な仕立ての服づ くりに帰 らな くてはな らない。新 しい店 は工場では

な く,職 人の仕事場 としなければな らないと考えていた。

1947～49ニ ュール ック

47年2月,デ ィオール は初 めてのコレクションを発表す る。彼 自身 は 「カロ

ーラ ・ライン」 と名付 けたが
,ハ ーパースバザー誌 の呼んだ 「ニュール ック」

というネー ミング とともに世界 中にセンセーシ ョンを巻きお こした。 このライ

ンは,そ れまでのボール ド・ル ックとは対照的な ものであ り,デ ィオールは,

彼 の理 想 とす る母親 の イメー ジを非 常 に女 らし く贅沢 に表現 した。彼 は,

「我々 は戦争中の拳闘家の肩のような婦人兵の制服 の時代か ら抜けだしたばか

りだった。私は優 しい肩,ふ くらみを持 った胸,草 の茎のように細いウエス ト

で,花 のようにひ ろが ったスカー トを着た花の ような婦人 を描いた。」 と述べ
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1947カ ロー ラ ・ライ ン194フ カmラ ・ライ ン

ている。ディオールの ドレスは,そ れまでの ものにはない建築的な構造になっ

ていた。 ドレスの下 には真鍮のワイヤー入 りのブラジャー,バ ス ト用 のパ ッ ド,

細いボディのためのコルセ ット,ヒ ップ用の〉¥ッドをつけていた。スカー,トは

20～25ヤ ール もの布地が使用 され,そ の下 に何重にも重なったナイロン(1937

年発明)の チュールやオーガンジーのペチコー トが続いていた。デ ィオールの

作品は,20世 紀の初めよ りファッション ・デザイ ンの歩んできた機能性への動

きを全 く無視 した ものだ といえる。重い もので は20㎏ を超 えてお り,女 性の身

体 はさまざ まな工夫で デフォルメされ,ま た,一 点の制作時間が300時 間 もか

かる ものさえあった。縫製 は脇や背 など一部 にはミシンが使用されたが,ほ と

ん どが細かな手作業によるものだった。 これ らについて批判的な意見 もあった

が,彼 は 「心が軽やかなら布地の重 さな ど苦痛 にはな らない」 と述べ ている。

続 く48年 には春 に 「ジグザ ク ・ライ ン」「ア ンヴ ォル(飛 翔)ラ イ ン」,秋 に

「エール(翼)ラ イ γ」が発表 された。49年 の春は 「トロンプルイユ(だ まし

絵)」 であ り,秋 が 「ミッド ・センチュリー(世 紀の半 ば)」 であった。 これ ら

のラインの基本的なシルエ ットは,ニ ュール ックと同 じであったが,活 動的な

イメージがプラスされ全体 に若々 しくドラマチ ックな印象を与 えた。48年 で は,
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右 ドレス に組 み込 まれ た,ワ イヤー入 りの

コルセ ッ ト,ブ ラジ ャー,ヒ ップパ ッ ド

左下1948エ ール ・ライ ン

右下 ニ ュール ックの アクセサ リー とデ ィオール

アシンメ トリーな効果や,衿 やペプラムの翼のような飾 り,カ フスや袖 の変化

といったデ ィテールに楽 しいアイデアが見 られ る。「トロンプルイユ」では,

バス トをより豊かに見せ るため,胸 元 に視線 を集めるような大 きな衿やアクセ

サ リー,胸 の上のポケ ット,大 胆なカッ トのネ ックラインな どが工夫 された。

ディオールにとっての装飾は,人 間の三次元の身体 やそのボリュームの再配分

といったキュビズム的考 えをふ まえた立体的装飾であるため,造 形的ではっき

りしたフォルムを持ち,テ ーマを明確 に表現 している。

1950～53シ ルエッ トの変化

50年 春 「バ ーティカル(垂 直)ラ イン」,秋 「オ ブリーク(斜 め)ラ イン」,
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左上1951ロ ング ・ラ イン マ ル タンガル

に よ って ハイ ウエス トにみ える。

右 上1951オ ー ヴ ァル ・ラ イン

左 下1952プ ロフ ィール ・ライ ン

右下1953チ ュー リップ ・ライ ン

51年 春 厂オーヴァル(卵 形)ラ イン」,秋 「ロング ・ライン」,52年 春 「シニ ュ

アス(曲 線的な)ラ イン」,秋 「プロフィール ・ライン」,53年 春 「チュー リッ

プ ・ライ ン」,秋 「エ ッフェル塔 ライン」,「クーポール(丸 屋根)ラ イン」が

発表 される。 この時期 の大 きな特徴 としては,ま ずスカー トの変化が挙 げられ

る。ニュール ックのたっぷ りしたフレアースカー トがな くな り,ス トレー トな

シー ス ・シルエ ッ トが主流 にな る。次 に,ウ エ ス ト位 置の変化で,オ ーヴ ァ

ル ・ラインか らハイウエス トへの移動が見 られる。実際にはウエス トは自然の

位置 にあったが,バ ス トの少 し下で の切 り替 えやマル タンガル(背 バ ンド),

短 いジャケ ットによってハ イウエス トに感 じられた。三つ目の特徴 は丸みの表

現である。複雑 なカ ッテ ィング(布 の縦地やバイヤス地が交差 した り放射線状
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に出ていた りする)と,デ ィオールが 「妖精の指で した ような仕事」 とい うオ

ー トクチュールな らではの技術で布地 を彫刻の ように丸みをおびた立体 に仕上

げている。女 らしいシルエ ットのオーヴァル ・ライ ン,シ ャープにボディライ

ンを描 くプロフィール ・ライン,そ してチ ュー リップ ・ラインで はグラマラス

の極 限 ともいえる造形美がみ られる。バ ス トは大 き く横にふ くらみ,そ の曲線

は袖 と肩へ続いている。細いウエス トはベル トでは強調 されず,な だ らか に腰

へ続 き,長 い茎 をイメージさせた。

【954～56ア ルファベ ッ トのライン

これまでのディオールの女性のイメージは,豊 かな胸 と細いウエス ト,丸 み

のあ るヒップを もつグラマ ラスな大人の女性であったが,54年 か らは,若 々 し

く少年 のようにほっそ りした身体 をもつ女性へ と変化 してい く。

54年 秋の 「Hラ イン」 はルネサンスの時代か らイ ンスピレーションを得て,

細い姿態 をだすために胸 を高 く上 げ,ウ エス トをヒップ近 くまで下 げて長いボ

ディを強調 している。そ こか ら,清 らかさや優雅 さを表現 しようとしたのであ

る。Hラ インは,バ ス トの否定が 目的であった ように理解 されがちで あるが,

艦 鯉蠶
1954Hラ イ ン1955Aラ イ ン1955Yラ イン
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1949

F　 。プ.イ 。のボ ケ 。,

蕪

1954Hラ イ ンのポ ケ ッ ト

ディオールの意図か らすれば,バ ス トよりもウエス トに注 目すべ きであろう。

51年 よ り慎重にすすめられてきたウエス ト位置の移動やベル トのないウエス ト

がHラ インでは一歩進化 し,完 全 に解放 されている。続 く55年 には春に 「Aラ

イン」,秋 に 「Yラ イン」が発表 され る。Aラ インはHラ インを裾 ひろが りに

展開した ものである。Hラ インよ りもさらに若々 しいイメージがあ り,ま た ど

んな種類の服装に も応用ができたため非常 に人気があった。Yラ インは ,Hラ

インやAラ インよりも少 し大人のイメージで,シ ルエッ トのポイン トは肩へ と

移 った。衿や肩がス トール に続 くものな ど色々なアイデアが見 られる。

54年 には71歳 のシャネルがファッション界 にカムバ ックす る。彼女 は復帰 の

理由を 「女性の身体 をさまざまな馬鹿 げた形 に押 し込 めて苦 しめているデザイ

ナーたちの行 き過 ぎか ら女たちを救済 するために」 と述べている。彼女の追求

するファッションは,あ くまで装 う女性が主体 であるため,着 やす く,大 げさ

でな く,エ レガン トな ものであった。彼女 の ドレスには,ポ ケッ トがち ょうど

手の届 く位置に,手 や小物 を入れやすいカーブをもって付いていた。それ は,

ドレス の機能性の象微 であ り,男 性に頼 らない自立 した女性 のシンボルであっ

た。一方,デ ィオールにとってのポケ ットの役割は全 く違っていた。 トロンプ

ルイユの時にはヒップラインか ら外に大 きく飛び出して二っ も三 っも並べて付

けられ,ヒ ップの丸みを強調 している。また,Hラ イ ンでは,胸 よ りずっ と上

の位置 と,ヒ ップか らまだ下の位置 にあり,ロ ング トルソーを表現 している。

それ らは,物 が入 らないわ けではなか ったが,誰 も入れ ようとはしなかっただ

ろう。彼に とってポケッ トは装飾的な機能 とテーマを表現 する機能をもってい

た。装 う人のためではな く,そ れを見 る人 のためについていたのである。

1957サ ック ・ドレスヘ

デ ィオール に とって最後 の年 の コレクシ ョンは,「 リー ブル ・ライン」 と

「フ ユゾー(紡 錘形)・ ライン」 と名付 けられた。 この二つのコレクションは,
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それ までのように造形的なフォルムの美しさがテーマではな く,計 算 されたゆ

とりか ら生 まれ る動いた時の美 しさがテーマ となっている。Hラ インでウエス

トを解放 し,Aラ イ ン,Yラ インで少 しずつサ ック ・ドレスへの試み を行い ,

57年 のフユゾー ・ラインで完全にルーズなシルエ ッ トを完成 させた。

ディオール以降のファッション

デ ィオールの活躍 した時代 までは,フ ァッション ・デザイナーたちには大き

く分けて二つのグループがあった といえる。一つはシャネル ,バ レンシアガ,

ヴィオネに代表 され る,人 体 を第一 の基準 として,時 代や年齢 を越 えた不変的

な美 を追求 してい くグループである。 そして,も う一つは,シ ルエ ットの美 し

さを最優先 させ,い ろいろな意味で装飾的なグループであ り,ポ ワレからスキ

ャパ レリ,デ ィオールへ と続 く西洋服装史の本流である。彼 らは時代の トレン

ドを創造 し,世 界 を動か した。 ファッション ・デザインの成立する条件 として ,

プロダク ト・デザイン的な実用性,ビ ジュアル ・デザイン的な社会性 あるいは

装飾性が挙 げられ るが,こ れらの二つのグループには,上 記成立条件 において

何 を重視するのか という思想の違いが存在す るのである。二つのファッション

は,こ の思想 の違いによって相容れる ものではない と思われたが ,57年 にディ

オールが,リ ーブル ・ライン,フ ユゾー ・ラインを打 ち出 した時点 で ,バ レン

シアガ はサック ・ドレス,チ ュニ ック ・ドレスを発表 してお り,ほ とんど同一

の シルエ ットとなっている点 は興味深い。そ して,フ ユゾー ・ラインを発表後

デ ィオール は死去し,サ ック ・ドンスの全盛 をむか える。60年 代に入ってサ ッ

ク ・ドレスは,イ ヴ ・サ ンローラン,ク レージュらによってさ らに近代的,合

理的に発展させ られ る。幾何学 ラインや スポーティブ ・ル ック と名付けられた

これ らのファッシ ョンは,も うこれ以上省 くところはないほ どシンプルで ,ス

ポーツができる くらい動きやす く,大 量生産が可能であった。 ファッションは ,

特権階級の婦人 たちのオー トクチュールか ら,一 般の若い人々 を対象 とするプ

57

1957リ ー プル ・ライ ン

覊

1957フ ユゾー ・ラ イン



レタ ・ポルテへ と変化 したのである。 ここで初 めて,フ ァッション ・デザイ ン

は本当の意味でのモダ ン ・デザインの時代 に入 った といえる。それまでは,シ

ャネルがいかに機能性 を唱 えようと,そ れはオー トクチュールの範囲において

であった。オー トクチ ュールのデザイナーの創 り出した ドレスはあ くまで 「サ

ンプル」であり,顧 客の体型や趣味 にあわせてアレンジした ものを,一 点一点

手作業によって縫製 していたのである。プレタ ・ポルテの時代 に入 って,ド レ

スの規格化が行われ,大 量生産 された同一の ドレスがブティックに並ぶように

なった。そして ファッションは,す べての年齢,す べての階級 の人々のための

産業 に発展する。

デザイ ンや建築の世界でおこった70年 代のポス ト・モダン運動 の時期 には,

ファッション ・デザインにおいて も同じような現象が見 られる。それ らは,エ

スニ ック ・ル ック,デ コン トラクテ ・ファッションとして展開された。 ミニ ・

スカー トを中心 としたシンプルで画一的なシルエッ トに行 きづまり,発 想の源

が地域性,民 族性へ と変化 したのである。

80年 代 には,デ ザイナーの仕事は各人各様 とな り,ト レン ドは消滅する。デ

ザイナーが流行 を支配す る時代 ほ終 り,主 導権が消費者へ と移ったた め,あ ら

ゆるスタイルが同時に存在 し,多 様化への道を歩みはじめる。そして今,90年

代 も半 ばとな り,現 代 のファッシ ョンは個性や価値の多様化 といった現象が ま

すます進み,さ らには過剰な情報が現状を見 えに くいものに している。 ドレス

のデザイ ンよりも,コ ーデ ィネイ トや着 こなし方へ と関心が移 り,保 守的 とも

1)え る傾向が感 じられ る。混乱 し目標 を失ったファッションが次の時代 に求 め

るものは何 だろうか?フ ァッシ ョンは常 に時代 とともにあ り,そ こに不足 して

い るものを求 めてきた。今,我 々の時代 に失われつつあるもの 一 それ は,夢,

ファンタジー,ロ マ ンといったダイナ ミックなテーマではないだろうか。

これ らのテーマをもとに,フ ァッションはクローズか らコスチュームの意味

をもつだろう。多様化現象はさらに進化 し,一 人の人間の中でも多様化が見 ら
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れ,何 種類 もの人間 を演 じ分 けるように装い はじめるだろう。現代の社会生活

には,機 能性 を重視 した衣服 は必需品であるが,数 多い目的のなかには,着 や

すさよりもフォルムの美 しさや,ド ラマチックで夢のあることのみが機能であ

るようなコスチ ュームは必要ではないだろうか。

ディオールのファッション造形 は,機 能主義 を目指 して社会全体が動いてい

るなかにあって,機 能を超 え,自 身 の美を創造 し続 けた点で,ア ーティス トと

しての評価をされなければならない。彼は流行 を創 り,世 界中に彼のファッシ

ョンをひろめ,パ リ ・ファッション界 を支 えていた。その商業的な功績があ ま

りにも大 きすぎたため,か えってアーテ ィス トとしての面は見過 ごされがちで

あるが,彼 こそ20世 紀 のファッションにおける芸術家 として認 められ るべ きで

あろう。そ して,私 達の装 っている衣服 について も,そ の日常的な商品価値 の

みが追求 されるのではな く,ア ー トとの接点について もっ と考察 されなければ

な らないだろう。 もう一度,強 い個性 と新 しいメ ッセージをもったファッシ ョ

ン造形の出現 を期待 したい。
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クリスチャン ・ディオール略歴

ウ ィー ン工房(1903)

1905 1月21日 フラ ンスの ノルマ ンデ ィ,グ ラ ン ポ ール ・ポワ レ開店

ヴ ィ ル(Granville)市 に生 ま れ る。 フ オー ビズ ム運動

父Alexandre-Louis-MauriceDior

母Marie-MadeleineMartin キュー ビズ ム(1907)

5人 兄弟(兄 ・姉 ・妹2人) ドイツ工作連盟

父は曾祖父の設立した化学肥料会社を経営 イタ リー未来 派宣 言(1909)

1910 家族 はパ リ16区 パ ッシ イに移 る ロ シアバ レエ人気

マ ドンーヌ ・ヴィオネ開 店(1912)

1914 レコール ・ジェル ソ ンの中級 に入学 第 一次世 界大 戦(1914～19)

1914～16戦 争 の ため グラ ンヴ ィル に もどる

1916 パ リの 中 学 リセ ・ジ ャ ン ソ ン ・ド ・サ イ イ ダダ宣言

入学 バ ウハ ウス開校(1919)

1920 芸術 に興味 を もち,音 楽 家,作 家,画 家 な ど エス プ リ ・ヌ ーヴ ォー創刊

の若い友人ができる コ コ ・シャネル 開店

ソビエト社会主義共和国連邦成立
1923 文科と理科のバカロレアに合格

建築家になりたかったが,両 親が外交官を希
望したため政治高等学院に進学

1924 作 曲の勉 強 をは じめ る(ス トラヴ ィンス キー, シュール レア リズ ム宣言

六人組の影響)
友人たち

作 曲 家 ア ン リ ・ソーゲ ア ール デ コ展(1925)

フ ラ ン シ ス ・プ ー ラ ン ク

画 家 マ ックス ・ヤ コブ

ク リ ス チ ャ ン ・ベ ラ ー ル

歴 史 家 ピエ ール ・ガ ク ソ ッ ト ジ ョゼ フ ィ ン ・べ 一 カ ー 登 場

デザ イナ ー ジ ャ ン ・オ ゼ ンヌ

写 真 家 ア ン ドレ ・オ スチ ェ

デ ッサ ウ ・バ ウハ ウス(1926)

1927 兵役 ベルサイユ第五連隊歩兵
1928 除隊後 ボエ テ ィ通 りに ジ ャ ック ・ボ ンジ ャン 世 界大 恐慌(1929)

JacquesBonjeanと ギ ャ ラ リー をひ ら く

外交官のための学業はあきらめ退学
1930 父 は破 産,母 は急死,兄 は精神 病 に な り,家 ナ イロ ン発 明

族 はグ ラ ンヴ ィルへ ひ き こ もった

1931 北欧,ソ 連を建築家たちと旅行 ル ・コル ビ ュジ ェ 「サ ヴォア邸 」

ギ ャ ラ リーが破 産 した が,ピ エ ール ・コー ル

PierreColleの ギ ャ ラ リー を 手 助 い,シ ュ ー

ル レア リズ ムや アブス トラク トの展覧 会 を続

ける

1932 ギ ャ ラ リー閉鎖

楽天的なボヘミアン生活を送る
ヒ ッ トラー首 相就 任(1933)

1934 心労 と栄養失調のため病に倒れる ニ ュー デ ィール政 策

1935 病 気が なお りは じめ,ゴ ブ ラン織 を学 ぶ

デ ュフ ィの大作 「パ リの地 図」 を売 って生活

す る
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ジ ヤ ン'オ ゼ ン ヌJeanOzenneと 同 居 し ,

フ ァ ッ シ ョ ン ・ス ケ ッ チ を は じ め る スペ イ ン内乱(1936)

1937 デザ イ ン画 が フ ィガロ紙 に連 載 され る ニ ューバ ウハ ウス設立

ロ ベ ー ル ・ピゲ ,パ ツ ウ,マ ギ ー ・ル フ た ち パリ万国博覧会
にデ ザイ ン を売 る ピカ ソ 「ゲ ルニ カ」

1938 ピゲPiguet店 のデザ イ ナー とな る

1939 兵 役 ムー ア ン 第二 次世 界大 戦(1939～45)

ナ イ ロン ・ス トッキ ング開発

1940 軍務から開放される ア メ リカ版 ヴ ォー グ創刊
プロ ヴ ァンスの カ リア ンで 農業 を しなが らギ フランスの犬半がナチに占領さ
ヤラ リーの残 った絵 を売 って父,妹 の生活 を れる
支える

1941 パ リに もど り,パ リ ・クチ ュ リエの長 老 ル シ ポ リエ ステル 開発
ア ン ・ル ロ ンLucienLelong店 に 入 り,ピ パ リ開放(1944)

1945

エ ール ・バ ル マ ン と ともに店 の責 任 をわ けあ

う

繊 維 業 界 の 大 資 本 家 マ ル セ ル ・ブサ ック ピエ ール ・バル マ ン独 立

MarcelBoussacと 会 う テ ア トル ド ラ モー ド展

1946 ル ロ ン店 を去 り,デ ィオ ール 店の 開店準 備 パ リ平和会議
ブ サ ックは2,500万 フラ ン投入 す る

モ ンテーニ ュ街30番 地 に店 をつ く り,3つ
のア トリエ,60人 のお 針子,6人 の モデル

を集める
父 死亡

1947 2月12日 ディオール店 の初 コレクション発 表 イ ン ド独 立

「ニ ュー ル ック」 として大成功 ニ ュー ヨー ク国連本 部建築

9月 渡 米 テキサス州ダラス市でマーカス賞を受賞

NiemanMarcusOscarforFashion

1948 香 水会社,ス トッキ ング会社 を設 立
ニ ュー ヨー ク にデ ィオ ール社 設立

1949 ニ ュー ヨー ク に香水 会社 設立 東西 ドイツ成立
1950 ク ィー ンエ リザ ベ ス,プ リ ンセ ス マ ー ガ レ ッ 朝鮮戦争

トのた めの プライ ベー トシ ョー開 催 ロ ン シャ ンの教 会建築(1950～54)

レ ジ オ ン ・ドヌ ー ルLegiond'Honneur賞 受 賞 ア ク シ ョ ン ・ペ イ ン テ ィ ン グ

1951 「JesuisCOUTURIER」 出 版 ア ン フ ォ ル メ ル ・ア ー ト
ニ ュー ヨー クに毛皮 会社 設立

1952 ロ ン ドンにデ ィオ ール社 設立

モ ンテ ーニ ュ街 の本 店 は8階 建て の ビルが2

つ に な り,24の ア トリ エ を も って い た

1953 ベ ネズ エラ にデ ィオール 店設 立

1954 デ ィオ ール社 の年 間総売 上額 は60億 フラ ンを ココ ・シャネル モー ド界にカムバ ック

越 えた。 サ ンロー ラ ンが デ ィオー ル店 に入 る ピエ ール ・カル ダ ン開店

1955 ソル ボ ンヌ大学 で特別 講 演 「今 日のモ ー ドに

つ いて」

1957 開店10周年を祝う 人工衛星打ち上げ
「ChristianDioretmoi」 出 版

10月24日 心 臓発 作 のた め死 去

21歳 の サ ンロー ラ ンが後 継者 とな る
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